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満開の桜に心躍る季節も過ぎ、若々しい緑にすがすがしさ
を感じる季節となってきました。御社の新入社員や若手の社
員の育成はどれくらい順調にすすんでいますか。「近頃の若
い者は自分で考えたり、自分の意見を話すということをしな
い。」という声をあちらこちらで聞きますが、御社ではいか
がでしょうか？
さて、ここでちょっと視点を変えてみたいと思います。若

手と向き合っているときの私たちが、何に気をつけたり、何
をするようになると若手社員は今までよりも自分で考えた
り、自分の意見を話せるようになるでしょうか。前回（「コー
チング解体新書その50」）に続いて、私なりに思っているこ
とをお伝えしたいと思います。

②「でも」から会話を始めない
今からもう20年近く前になりますが、今だに印象に残って

いる友人Ａさんの言葉を紹介します。それはＡさんが一年ぶ
りに彼女の友人のＢさんと話しをしたときの感想です。
「この前、久しぶりにＢさんと電話で話したんだけど、とっ
ても疲れたの。」
何やらぐったりしているＡさん、うなだれながら、もやも

やした気持ちを話します。
「『今、ご主人さんの仕事、大変でしょう？』って聞いたの
ね。そしたら、『でも、だんだんと業績も戻ってきたから、
次第によくなっていくと思うわ。』って。『小さなお子さんが
二人いて、毎日忙しいんじゃない？』って言うと、『でも、
家事とか必要なことは、朝早く起きてやっちゃうことにして
いるの。そうすると結構自分の時間も日中つくれるものよ。』
とか…。」ふぅ～と深くため息をつきます。「そうか、わかっ
た！　何を言っても『でも』『でも』でＢさんの会話が始ま
るから、だんだん話したくなくなったんだ。」と。
どうやら『でも』という言葉には人の気分を大きく左右す

るだけの影響力があるらしい、それを心にとめてから約20
年、私自身が同じような体験をしました。
それはある勉強会のトレーニング内容について、担当者４

名で打ち合わせしていたときのことです。
全10回実施するうちのその回の担当は私なものですから、

自ずと意欲が上がります。威勢良く発表しました。「あのね、
コーチングって相手が目標に向けて行動が続くようにサ

ポートしていくものじゃない。でもね、心の内側に『気がか
り』があると、行動するためのエネルギーって落ちるでしょ。
人間関係でも仕事でも家庭のことでも経済のことでも。人っ
て、そういう『気がかり』になっていることにあまり向き合
わないで、現状を変えようとしていると思うんだ。それって
車に例えると、アクセル踏みながらブレーキ踏んでいるのと
同じことだと思う。だから、この『気がかり』になっている
ことを思いっきり話す、そうして軽くなってから目標設定に
今いちど取り組む、そしてゴールに向けて気持ちよくアクセ
ルを踏んでいく、そんな自分をつくる、っていうエクササイ
ズしたいと思うんだけど、どう思う？」
間髪いれず、メンバーのＣさんが言います。
「でもさ、それ、30分間っていう時間でできる？　中途半
端になるよ。難しいんじゃない？」
その場は、しぃ～ん。誰も何も反応できず。でたっ！　こ

れが『でも』の威力。『でも』から始まる彼女の言い分を聞
きながら、私は一瞬のうちに次のように結論をだしました。
そうか、無理か、これをするのって。じゃあ、この場でこ

れ以上話しても仕方がないな。それでもこのワークをやりた
いって自分の意見を続けるとなると、なんだか面倒そうだ
な。そこまで自分のエネルギーをかける必要がある話し合い
かな、これって。やーめた。違うテーマにしよう。
つまり考えることをやめたわけです。じゃあ、どんな言葉

だったら引き続き考えたのでしょうか？　例えばこういうの
はどうでしょう。
「面白そうだね。それ、もっと聞かせてよ。」
「それをすると参加者にどんないいことが起きそうかな？」
「30分間という時間でやるとすると、どんな工夫が必要だ
ろう？」
いろいろな視点から意見を検討する、そしてその意見を採

用するかしないかは、それから後で決めても十分間に合うこ
とです。若手社員の「思いつき」とも思えるような意見だと
しても、『でも』で始まる会話はしない。ささいなことです
が、それだけで、相手は自分の考えをとつとつとでも自分の
言葉で話せるようになっていきます。是非、これからの一ヶ
月間、やってみませんか？　あなた自身に、また相手とあな
たとの関係に何かいい変化が必ず起きますよ。
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